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5 腸重積で発症した盲腸内分泌細胞癌 (小細胞

癌)のl例
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今回われわれは,腸重積にて発症 した極めて稀

な盲腸原発の内分泌細胞癌の 1例を経験 したので

報告する.

症例は56歳,男性,1999年 10月腹痛を主訴に

当院内科を受診 し,CT検査にて回盲部の腸重積

と診断された.同時に多発性肝腫癌も認めており

悪性漉癌が原因の腸重積と考え結腸右半切除を施

行した.病理組織診断にて盲腸原発の内分泌細胞

癌 (小細胞癌)と診断された.電顕にて内分泌殖

粒も認めている.術後肝動注療法も含めて多くの

化学療法を行ったが効果なく術後 6ケ月で死亡さ

れた.内分泌細胞癌は極めて悪性が高く手術適応

も含め如何なる治療が有効かは今後の課題と考え

られた.

6放射線化学療法により病理学的CRが得られ

た下部直腸癌の 1例
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症例は55歳,女性.

【既往歴】40歳頃,子宮筋腫にて子宮摘出術施

秤.

【現病歴】8か月前より貧血の進行があり,体重

減少をきたしたため大腸カメラ検査を受け直腸癌

と診断され紹介された.

【経過】局在はRbで,病理検査はwelであった.

CTにて癌周囲の脂肪諭の濃度上昇と右閉鎖 リン

パ節腫大を認め,ステージⅢbの診断であった.

非切除になる可能性が想定されたため,化学療法

(5FU+LVを3コース)と放射線化学療法 (5-

471

FU併用,45Gy,25回)を施行した.腫癌の縮小

を認め,照射後約 6週間目にMile'S手術 (D3)

を施行した.病理検査にて腫癌内に悪性細胞を認

めず,リンパ節転移もなかった (0/2虹

【結語】非切除が想定される直腸癌において,術

前放射線化学療法は選択肢の一つであると思われ

た.

7 大腸癌牌腹転移の3例
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牌臓は転移のしにくい臓器で,大腸癌からの転

移は5.7-9%と報告 されている.今回大腸癌牌

臓転移の 3例を経験 した.

〔症例 1〕直腸癌術後約 且年 2ケ月後に,孤立性

に転移をした牌臓を,摘出した.牌摘後 14年以上

経過したが,再発,転移なく,健在である.

〔症例 2〕直腸癌術後約 6ケ月目,急性汎発性腹

膜炎にて,緊急開腹術を施行した.牌臓破裂によ

る腹腔内出血で,牌臓摘出術を,行った.病理の

結果は,大腸癌の転移であった.37病日,癌の全

身転移によると思われるDIC状態となり,死亡

した.

〔症例 3〕下行結腸癌手術時,牌臓に腺癌あり.

術中迅速病理で,大腸癌の転移の診断で,肺臓も

摘出した.現在,外来化学療法中である.

牌臓転移は,遠隔転移であるが,積極的に切除

を行うべきとおもわれる.

文献的考察を加えて,発表する.

8 機能的端端吻合術後に吻合部再発をきたした

結腸癌の 1例
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【はじめに】結腸癌に対する機能的端端吻合

(functionalend-to-endanastomosis;以下,

FEEA)術後に,吻合部再発をきたした 1例を経


